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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月11日(2007.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ原油生成物１ｇ当たり、残留物を０．０５ｇ以下、沸点範囲分布が０．１０１
ＭＰａにおいて２０４℃（４００°Ｆ）以下の炭化水素を０．００１ｇ以上、沸点範囲分
布が０．１０１ＭＰａにおいて２０４～３００℃の炭化水素を０．００１ｇ以上、沸点範
囲分布が０．１０１ＭＰａにおいて３００～４００℃の炭化水素を０．００１ｇ以上、沸
点範囲分布が０．１０１ＭＰａにおいて４００～５３８℃（１０００°Ｆ）の炭化水素を
０．００１ｇ以上、及び触媒の少なくとも１種が１種以上のアルカリ金属を含有する１種
以上の触媒を、０ｇを超え０．０１ｇ未満、含有する、ＳＴＰにおいて液体である原油生
成物。
【請求項２】
　触媒の少なくとも１種は、５０～５００℃の温度範囲で放出ガスの放出ガス変曲点〔生
成物の時間分析（ＴＡＰ）で測定〕を示し、及び／又は触媒の少なくとも１種は、２００
～５００℃の温度範囲で解離熱（示差走査熱量測定法により１分当たり１０℃の加熱速度
で測定）を示す請求項１に記載の原油生成物。
【請求項３】
　触媒の少なくとも１種は、更に遷移金属を含有する請求項１又は２に記載の原油生成物
。
【請求項４】
　触媒の少なくとも１種は、更に遷移金属硫化物を含有する請求項１～３のいずれか１項
に記載の原油生成物。
【請求項５】
　アルカリ金属対遷移金属の原子比が、０を超え１以下である請求項４に記載の原油生成
物。
【請求項６】
　アルカリ金属が、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウム又はそれらの混合物を
含む請求項１～５のいずれか１項に記載の原油生成物。
【請求項７】
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　触媒の少なくとも１種が、バートナイトを含有する請求項１～６のいずれか１項に記載
の原油生成物。
【請求項８】
　触媒の少なくとも１種が、更にアルカリ土類金属及び／又は亜鉛を含有する請求項１～
７のいずれか１項に記載の原油生成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の原油生成物又は該原油生成物と原油とのブレンド
を処理する工程を含む、輸送用燃料、加熱用燃料、潤滑剤又は化学薬品の製造方法。
【請求項１０】
　処理工程が原油生成物又はブレンドを１種以上の蒸留物フラクションに蒸留する工程を
含む請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　処理工程が水素化処理工程を含む請求項９又は１０に記載の方法。
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